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専修大学心理学研究室の歴史
出来事 年度 （人格） （学習） （生理） （知覚） （発達） （社会） （臨床）（発達臨床）（認知）（障害（児））（臨床） （認知）（臨床神経）（犯罪）（心理統計）実習助手 実習助手 他学部専任教員
心理学コース S４２ １９６７ 重松 毅 金城 辰夫 河内 十郎 中谷 和夫 野口真知子
S４３ １９６８ ｜ ｜ ｜ ｜ 椙山喜代子 中野 繁喜
S４４ １９６９ ｜ ｜ ｜ ｜ （経済）
S４５ １９７０ ｜ ｜ ｜ ｜
S４６ １９７１ ｜ ｜ ｜ ↓
S４７ １９７２ ｜ ｜ ｜ 高橋 澪子 （上野直子）
S４８ １９７３ ｜ ｜ ｜ ｜ 伊藤 博子
S４９ １９７４ ｜ ｜ ↓ ｜ ｜
S５０ １９７５ ｜ ｜ 東條 正城 ｜ 森 武夫 ｜
S５１ １９７６ ｜ ｜ ｜ ｜ （法） ｜
S５２ １９７７ （在外） ｜ ｜ ｜ ｜ ｜
S５３ １９７８ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜
S５４ １９７９ ｜ ｜ ｜ ｜ 山上 精次 ｜ ｜
S５５ １９８０ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜
S５６ １９８１ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜
S５７ １９８２ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜
S５８ １９８３ ｜ （在外） ｜ ｜ ｜ ｜ ｜
S５９ １９８４ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜
S６０ １９８５ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜
S６１ １９８６ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ 藤岡 新治 ｜ ｜
S６２ １９８７ ｜ ｜ （国内） ｜ ｜ （商） ｜ ｜
S６３ １９８８ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ 岡 隆 ｜ ｜ ｜
H１ １９８９ ↓ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜
H２ １９９０ 岡村 達也 ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜
H３ １９９１ ｜ ｜ ｜ ｜ （在外） ｜ ｜ 山下 清美 ｜ ｜ （１９９２．９採用）
大学院修士課程 H４ １９９２ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ 岡部 祥平 ｜ （経営） ｜ ｜ 志村由起枝
H５ １９９３ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ↓ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜
大学院博士課程 H６ １９９４ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ 中谷 和夫 ｜ ｜ 宮森 孝史 ｜ ｜ ｜
H７ １９９５ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ 下斗米 淳 ｜ ｜ ｜ ｜ （経済） ｜ ｜ ｜
心理学科 H８ １９９６ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜
H９ １９９７ 乾 吉佑↓ ｜ ｜ ↓ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ↓
H１０ １９９８ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ 波田野由美
H１１ １９９９ ｜ ｜ ｜ 中沢 仁 ｜ ｜ ｜ ｜ 坂爪 一幸 ｜ ｜ ｜ ↓ ｜ ｜
H１２ ２０００ ｜ ↓ ↓ ｜ ｜ ｜ ↓ 吉田 弘道 ｜ （法） ｜ ｜ （国内） 村松 励 ｜ ｜
H１３ ２００１ ↓ 廣中 直行 ｜ ｜ ｜ 高田 夏子 ｜ ｜ ↓ ｜ （ネット） ｜ （商学） ｜ ｜
H１４ ２００２ 高田 夏子 ｜ 岡田 隆 ｜ ｜ ｜ 乾 吉佑 ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ 青木みのり
H１５ ２００３ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ 長田 洋和 ｜ ｜ ｜ （ネット） ｜ ｜ （経済）
H１６ ２００４ ｜ ↓ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ （法） ｜ ｜ ↓ ｜ ｜ ｜ ↓
H１７ ２００５ ↓ ｜ ｜ ｜ （在外） ｜ ｜ ↓ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜
H１８ ２００６ （在外） 澤 幸祐 ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ 大久保街亜 ｜ ｜ ｜ 岡村 陽子 ｜ ↓ ｜ 角田真紀子
H１９ ２００７ ｜ ｜ ↓ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ （経済） ｜ 小川さや夏 ｜ （経済）
H２０ ２００８ ｜ ｜ 石金 浩史 ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ （国内） ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜
H２１ ２００９ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ （国内） ｜ ｜ （在外） ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜































































KItazaki（２０１１）Neural decoding of５leaning directions in mo-




















Okada, K. & Mayekawa, S.(2010). Post−processing of MCMC
output in order to remove the rotational indeterminacy.
IMPS 2010 : the Annual Meeting of the Psychometric So-
ciety (University of Georgia,USA).
Okada, K. & Mayekawa, S.(2010). A New Post−processing
Method to Deal with the Rotational Indeterminacy Problem
in MCMC Estimation. COMPSTAT 2010 : 19 th Interna-
tional Conference on Computational Statistics (Conser-
















































Okubo, M. (2010). Right movies on the right seat : Laterality






Okubo, M., Laeng, B., Saneyoshi, A., & Michimata, C. (2010).
Exogenous attention differentially modulates the process-

















Osada, H. (2009). Autism Spectrum Disorders ―Japanese
current situations and future challenges―. Division of
Mental Health Services and Policy Research Thursday
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Sawa, K. (2010). When I cannot be rational ; the conditional
and unconditional effect of nicotine on intracranial self−
stimulation behavior. 15 th Biennial Scientific Meeting of
the International Society for Comparative Psychology.
Kurihara, A., Hironaka, N. & Sawa, K. (2010). Recovery from
conditioned inhibition in rat’s operant conditioning : using
deflation and inflation. 15 th Biennial Scientific Meeting





















































The Art Therapy for the Dissociative Identity Disorder―com-





































Enomoto, R., and Yamagami, S. (2010). The influence of vis-
ual perception for hands on spatial attention of periper-
sonal space. Japanese Journal of Psychonomic Society,
29, 75―76.
榎本玲子・山上精次（２０１０）．道具使用による手周辺におけ
る空間知覚の変容に関する研究，日本基礎心理学会第２９回
大会発表 I―３４５
社団法人日本心理学会 代議員
日本基礎心理学会 常務理事・編集委員長
独立行政法人大学評価・学位授与機構 文学・神学専門委員
会 心理学部会委員
吉田研究室（発達臨床心理学）
学部生９人，大学院生４人でスタートしましたが，事情が
あり学部生は８人になりました。それぞれが，卒論研究，修
論研究に向けて健闘しています。テーマは様々で，「共感性
と親の養育態度，親の情緒的応答性」「幼児期におけるスト
レス場面の対処方略とアタッチメント，気質の関連性」「結
婚準備性と親子関係」「自己開示と孤独感」「恋愛依存とアタ
ッチメント」「携帯依存と孤独感」「自己信頼・他者信頼と親
子関係」「共感性と親子関係」などがあります。学部生は４
年間で卒業すること，大学院生は２年間で修了することを目
標としていますので，無理のないテーマと研究方法にそれぞ
れ落ち着いています。
諸活動
吉田弘道・伊藤研一（２０１０）．精神分析的遊戯療法，まと
め・遊戯療法を学ぶにあたって
吉田弘道・伊藤研一（２０１０）．遊戯療法 二つのアプロー
チ，復刻版，１０７―２２８，２２８―２４０，福村出版，２，１
吉田弘道（２０１０）．子育て支援とコラボレーション・臨床心
理士の子育て支援，子育て支援と心理臨床，１巻，５０―
５５，５，２０，福村出版
吉田弘道（２０１０）．親のメンタルヘルス・育児不安，子育て
支援と心理臨床，１巻，１０４―１０７，５，２０，福村出版
吉田弘道（２０１０）．発達障害児への心理療法的関わりについ
て，臨床心理士子育て支援合同委員会編，子育て支援基礎
講座，１３７―１５５，創元社，６，２０
吉田弘道（２０１０）．幼児期の心の発達と食，空腹感・満腹
感，おっぱいに執着，食べ過ぎる，食べ物への関心を持た
せる，親の食事の影響，指しゃぶり，乳幼児食生活研究会
編，幼児の食生活―その基本と実際―，１９―３７，９９―１００，
１０６，１０７，１１５，１１６―１１７，１２７―１２８，日本小児医事出版
社，９，７
吉田弘道（２０１０）．心理発達の評定，前川喜平，落合幸勝
編，乳幼児健診における境界児―どう診てどう対応するか
―，２５―３３，診断と治療社，９，２２
馬場禮子・吉田弘道・亀口憲治・松島恭子・佐々木淑子・橘
玲子・飯長喜一郎（２０１０）．大会委員会企画シンポジウム
２・子育て支援合同委員会共催，子育て支援の教育・研
修を巡って，日本心理臨床学会 第２９回秋期大会，発表論
文集，１７，９，３，仙台
齋藤謁・吉田弘道・村瀬嘉代子・郷治知道・杉本春彦・山本
恒雄（２０１０）．大会委員会企画シンポジウム ４・日本臨
床心理士会福祉領域委員会共催，こどもの虐待防止と心理
的支援―心理臨床に期待すること・してほしいこと―，日
本心理臨床学会 第２９回秋期大会，発表論文集，２２，９，
４，仙台
Ⅲ．本年度開催行事
４月１７～１８日 第４回 心理学科フレッシュマンキャンプ
108
於 伊勢原セミナーハウス
平成１９年以来，毎年４月のオリエンテーションウイークの
次週末に一泊二日で伊勢原セミナーハウスにて，フレッシュ
マンキャンプを開催している。目的は，入学したばかりの１
年次生が心理学科にて有意義な４年間を過ごせるように，２
年次生以上の学生，さらに心理学科の全教員とも直接話がで
きる機会を作ろうということである。２年次生以上の有志が
フレッシュマンキャンプ実行委員を務め，心理学科専任教員
から１名が実行委員を総括する役割を担う。本年度は，石金
浩史准教授が学生の実行委員と企画について話し合いなが
ら，フレッシュマンキャンプの成功に導いた。フレッシュマ
ンキャンプを経験する事で，新入生が非常に大学生活の良い
スタートを切る事できていることに加え，実行委員の２年次
生以上も，より心理学科での学業生活において充実感を得て
いる。今年度は，本学日学長よりのビデオレターも頂戴
し，フレッシュマンキャンプの意義もより高くなってきてい
る者と思われる。今後も，このイベントは継続していく。
５月３１日 第１回 心理学研究室ホームカミングデー開催
心理学科は，文学部心理学科，人文学科心理学専攻の時代
を含めると５４年という歴史のある学科であり，多くの卒業生
を排出してきた。現在も専門領域で研究者あるいは高度職業
専門家として活躍している者もいる。昭和４２年に設立されて
以来，今年度の人間科学部心理学科の創設に寄与されてきた
諸先生方および卒業生を迎えるべく，第１回心理学研究室
ホームカミングデーを独自に開催した。実に２２３名の方々が
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ご参集下さり，非常に盛況であった。毎年行われる本学の
ホームカミングデーとはひと味違ったアットホームな雰囲気
であったと思われる。
Ⅳ．卒業論文題目
今年度，文学部心理学科では，６７名が平成２２年１２月１５日に
卒業論文を提出した。以下に卒業論文題目を示す。
安部和也 中脳辺縁系のドパミン機能に対する向精神薬の効
果
白石知美 カウンティングにおける感情価の作用の確認
渡辺壮一 スピーチ不安の抑制に及ぼす数唱課題と記号書写
課題の効果
大谷奈緒美 恋人・結婚相手選択における期待形成過程の差
異
高岡陽子 雨中人物画における雨よけの意味
高橋奈月 大学生の親準備性の発達に関する要因について：
両親の夫婦関係，現在の母親との関係，母親の養育態度，
結婚願望に着目して
石塚美智子 物語を読む際の視点取得が共感に及ぼす影響
福村美妃 病跡学における依存症と中村うさぎ
相川俊輔 音楽の繰り返し聴取による好みの形成：ジャンル
を通した検討
石塚正樹 大学生における対人恐怖心性の研究―攻撃性と両
親の養育態度が与える影響―
伊佐萌 性同一性障害者（MtF）におけるボイスセラピーの
重要性の検討
岸田あずさ 絵本からの感想による発達の考察
石川ひとみ 両親の夫婦関係や児童期における親子の接触時
間，達成経験が青年期の信頼感に与える影響について
伊東紗桜 恋人への依存に対する親とのアタッチメントおよ
び親の養育態度との影響について
西村真理 大学生の内集団意識が自己ステレオタイプ化に及
ぼす影響
山上望 悪意と攻撃行動―反応時間を手がかりとした実験的
検討の試み―
工藤倖明 ジェンダー規範と家族アイデンティティが大学生
のデートバイオレンスに及ぼす影響について
辻まりや 顔の表情の違いによるフリッカー課題における変
化検出への影響
北井雄太郎 家族機能とストレス認知
太田勇輔 ストレス性作業課題遂行中における音楽のストレ
ス軽減効果の検討―唾液アミラーゼを指標として―
阪口真衣 抑うつがもたらす復元効果への影響
持田詩織 親友の存在が対人関係における自他評価および関
係性に及ぼす影響
庄子美樹 坂本龍馬とフリーメイソン
田端薫 マリリン・モンローの病理と創造性
鈴木佐知子 大量殺傷犯人の行動パターン分類
榎本ゆかり ゼブラフィッシュの OMRを指標とした運動残
効の検討
田原舞 血液型性格分類―認知的不協和理論と志向性の観点
より―
川村理沙 両耳異聴課題における聴覚的注意による後頭皮質
の左右非対称な脳活動
湯浅麻衣 大学生における星と波テストの描画特徴とパーソ
ナリティ特性の関係―男女差の検討
中根理香子 外向性と情緒不安定性が曖昧表情の認知に及ぼ
す効果の検討―表情検出課題を用いて―
島野崇 外形の選好に及ぼす親近性の影響
松下郁未 脳の情報処理スタイルが夢内容に及ぼす影響につ
いて
中村彩樹江 きょうだい構成が大学生のソーシャル・スキル
の程度に与える影響について
川邉秀之 逸脱行動がもたらす罪と恥の許容性効果
菅原美穂 あの人はほんとうに私を見てる？―視線方向判断
における呈示時間，呈示位置，頭部回転角及び視線偏位角
の影響―
笹目江里子 メールを用いたコミュニケーションの感情や行
動の探索的研究―ネガティブ側面の軽減をめざして―
加藤菜月 ヒトにおけるWork−Ethicsの再現性についての
研究
亀田結衣 大学生の共感性と親の養育態度及びアイデンティ
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ティの関連について
萩野航平 対人関係の親密化過程における友人評価方略の探
索―現代青年心性を踏まえた一考察―
内山雄太 ラットの音楽選好に楽曲の周波数が与える影響
河面雅之 唾液アミラーゼを指標とした時間切迫によるスト
レス反応
飯沼歩 大学生における孤独恐怖および友人関係期待と携帯
利用の関連
高田詩織 図式顔における怒り優位効果についての検討―顔
構成パーツのカウント課題を用いて―
菊池優基 内集団への所属意識および社会的アイデンティテ
ィの強度が自己ステレオタイプ化に及ぼす効果
高橋志歩 いきいき局面の類型化と規定要因の探索―いきい
き感を得るために―
中村真吾 商品広告における古典的条件づけの手法と効果
森綾香 ドメスティック・バイオレンスの加害の可能性に関
連する要因の検討
新川夏美 大学生における親の養育態度と親密性ならびに自
我同一性についての研究―質問紙とロールシャッハ・テス
トを用いて―
小泉麻優 大学生の援助行動量とストレス症状の関連
新井悠莉恵 描画評価の妥当性についての基礎的研究―樹木
画との関連から―
中山優里 大学生における自己開示が孤独感に与える影響
角田智美 大学生における親の養育態度と親密性ならびに自
我同一性についての研究―質問紙とロールシャッハ・テス
トを用いて―
大塚志織 同性愛に対する潜在的態度の変容―視線変化を伴
う男性同性愛者の魅力評価課題を介して―
山宮春香 マウス網膜神経節細胞間における光刺激に対する
周期的同期発火の解析
高橋彰雄 ウマに対する愛撫の報酬効果の検証
松平周輔 自己開示欲求と対人恐怖心性が大学生活の充実度
に及ぼす影響について―質問紙とロールシャッハ・テスト
による検討―
加藤茉衣子 大学生における自己に対する認識と友人関係
鈴木教靖 コラージュ療法による感情変化についての考察
神なつ実 面接者の行動が被面接者に与える影響
梅本真伍 評価懸念対処方略の類型化と規定要因の検討
武田信彦 教示のフレーミングによるリスク選択行動への時
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間的切迫感の影響
木島直人 大学生における親の養育態度と親密性ならびに自
我同一性についての研究―質問紙とロールシャッハ・テス
トを用いて―
安池麻美 自己開示欲求と対人恐怖心性が大学生活の充実度
に与える影響について―質問紙とロールシャッハ・テスト
による検討―
酒井春佳 連続的に移動する RSVP課題を用いた空間的注意
の位置と脳活動の関係についての検討
藤田理沙 自閉症における表情認知の理解について
石川英延 青年期にみる不安と父親の養育態度との関連性に
ついて
櫻井香里 規範意識と反芻傾向の関連と攻撃性の差異
Ⅴ．卒論優秀論文
今年度提出された卒業論文のうち，次の３篇が優秀論文に
選ばれた。以下に，当該論文の題目を再掲すると伴に，指導
された教員と学生を奨励し，心理学研究室のますますの発展
を祈念したい。
持田詩織 親友の存在が対人関係における自他評価および関
係性に及ぼす影響
高田詩織 図式顔における怒り優位効果についての検討―顔
構成パーツのカウント課題を用いて―
大塚志織 同性愛に対する潜在的態度の変容―視線変化を伴
う男性同性愛者の魅力評価課題を介して―
Ⅵ．修士論文題目
今年度は，大学院文学研究科心理学専攻修士課程修了見込
みの院生は１１名であり，以下の修士論文題目が提出されてい
る。なお，今年度の修士論文口述試験は平成２３年１月２７日に
行われた。
児玉梨菜 青年期における自己愛の病理
石塚惠美 自己効力感が進路選択に及ぼす影響について―
カードソートを用いた検討―
栗原彬 回顧的再評価と媒介条件づけ：味覚嫌悪学習事態を
用いた検討
小林晃洋 社会的プレッシャーがワーキングメモリに及ぼす
影響
小澤あゆみ 保育士とのアタッチメント及び気質と幼児のス
トレス場面における対処行動との関連性
横山弓子 キャリア形成過程における人材コーディネーター
の職務葛藤の変容と対処に関する研究
阿久津圭佑 共感性の発達における親の情緒的応答性及び家
族関係の影響
甫守絵里香 青年期の友人関係に関連する心理特性の検討―
対友人不安感情，承認欲求，対人的疎外感に着目して―
宮木孝幸 うつ病による休職者が復職に向けてたどる心的プ
ロセスに関する研究～復職支援プログラムの利用者に焦点
を当てて～
小林真理 大学生における防衛的悲観主義と被援助志向性に
ついて
市塚晶子 大学生におけるいじめ経験が及ぼす長期的影響―
いじめ場面特性および原因帰属との関連―
Ⅶ．心理学研究室構成員の消息
今年度は，岡田謙介講師が新たに構成員に加わった。
岡田謙介（おかだけんすけ）平成２２年４月入職
専門分野：心理統計学
担当科目：
・心理学データ解析 I
・心理学データ解析 II
・基礎心理学特講 VI
・論文指導
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